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主論文 

Plasma level of von Willebrand factor propeptide at diagnosis: a marker of subsequent renal 

dysfunction in autoimmune rheumatic diseases 

 

診断時の血漿中 von Willebrand 因子プロペプチドは自己免疫性リウマチ性疾患における

腎機能障害発症の予測因子となる 
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論文審査の要旨 

 

本研究は全身性自己免疫性リウマチ性疾患（SARD）の慢性炎症性疾患における腎機能

障害の発症と血管内皮障害との関連を検討している。対象 63 例 SARD 症例の血管内皮

障害のマーカーとして、診断時のフォンヴィレブランド因子プロペプチド（VWF-pp）、

ADAMTS-13 活性、フォンヴィレブランド因子抗原、High Multimer Index と 1 年以内の

腎障害の発生との関連を検討した。結果として VWF-pp の上昇が非常に顕著で、正常の

2 から 4 倍を示し、また VWF-pp が 1 年以内の腎機能障害の発生の独立した危険因子で

あったことを明らかにしている（調整オッズ比 8.78）。公聴会では、SARD の診断時に

おいて VWF-pp が上昇するという病態が、腎機能悪化時まで変動はあるものの、継続し

て認められること、一方で血栓形成による臓器の微小循環不全の影響は少なく、あくま

でも VWF-pp は持続する血管内皮障害の surrogate marker であることが強調された。ま

た、腎障害を起こしやすい SLE において VWF-pp の値が極端に高かったことから、今後

は SLE だけを対象とした検討の必要性についても言及した。さらに本研究の結果をもと

に実臨床において、今後どの様に腎障害発生の予防あるいは抑制に活かそうと考えてい

るか、という質問に対しては、VWF-pp 値をモニタリングした抗 SLE 薬投与量の調整や、

抗凝固薬の投与の可能性について言及し、本研究の今後の発展について期待できる回答

を得た。本研究は SARD 患者において、VWF-pp を評価することで腎機能障害発症のリ

スクを早期に予測し、血管炎および腎機能障害を予防する新しい治療アプローチにつな

がる可能性を示唆しており、博士（医学）の学位に値する。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに総合臨床病態医学の進歩に寄

与するところが大きいと認める。 
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